
鎌
倉
時
代
の
大
宰
府
機
構

古
代
か
ら
継
続
し
鎌
倉
時
代
に
至
っ
て

も
、
朝
廷
の
九
州
出
先
機
関
で
あ
る
大
宰

府
機
構
は
厳
然
と
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

大
宰
府
機
構
の
発
給
文
書
は
、
大
宰
府
機

構
か
ら
下
部
の
機
関
や
個
人
な
ど
に
下
達

さ
れ
た
「
大
宰
府
庁
下
文
」
、
大
宰
府
機
構
と

上
下
関
係
の
な
い
機
関
に
出
さ
れ
た
「
大
宰

府
政
所
牒
(
史
料
上
は
「
帖
」
)
」
、
大
宰
府
機

構
か
ら
京
都
に
い
る
実
質
的
長
官
の
大
宰

権
帥
あ
る
い
は
大
宰
大
弐
に
上
申
さ
れ
た

「
大
宰
府
在
庁
官
人
等
解
」
の
３
種

類
が
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
大

宰
府
機
構
に
よ
る
発
給
文
書
は
35

点
。
こ
の
う
ち
、
最
初
期
の
２
点
を

除
き
、
連
署
者
に
「
執
行
藤
原
」(
あ

る
い
は
「
執
行
藤
原
朝
臣
」
)
が
み

え
る
点
が
、
平
安
時
代
ま
で
の
同

様
の
書
式
と
異
な
り
ま
す
。

執
行
職
は
、
平
安
時
代
末
期
か

ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た

大
宰
府
機
構
の
在
庁
職
で
、
発
給
文
書
に

み
え
る
「
執
行
藤
原
」
は
、
す
べ
て
鎌
倉
幕

府
御
家
人
の
武
藤
氏
に
比
定
で
き
ま
す
。

鎌
倉
時
代
の
執
行
は
、
一
時
期
府
官
の
惟

宗
為
賢
が
任
じ
ら
れ
ま
す
が
、
ほ
ぼ
武
藤

氏
が
独
占
し
て
お
り
、
武
藤
氏
世
襲
の
職

と
な
り
ま
し
た
。
幕
府
側
で
は
武
藤
氏
が

守
護
と
し
て
府
官
を
従
え
、
宰
府
守
護
所

を
構
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
朝
廷
側
で
も

執
行
と
し
て
府
官
の
首
座
に
位
置
し
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

鎌
倉
時
代
の
大
宰
府
機
構
発
給
文
書
の

う
ち
、
半
数
近
く
は
肥
前
国
武
雄
社
に
宛

て
た
大
宰
府
庁
下
文
で
す
。
武
雄
社
は
「
府

社
」
(
大
宰
府
機
構
が
直
轄
支
配
し
た
神

社
)
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
上
下
関
係
が

想
定
で
き
ま
す
の
で
、
「
下
文
」
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
武
雄
社
に
は
宰
府
守
護
所

(
肥
前
守
護
:
武
藤
氏
)
も
文
書
を
発
給
し

て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
「
牒
」
と
い
う
文

書
様
式
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

宰
府
守
護
所

―

武
雄
社
の
間
に

は
上
下
関
係
が
な
い
た
め
で
す
。

鎌
倉
時
代
の
大
宰
府
機
構
発

給
文
書
は
元
徳
２
(
１
３
３
０
)

年
ま
で
み
え
、
朝
廷

―

大
宰
府
機

構
間
の
伝
達
ル
ー
ト
は
鎌
倉
末

期
ま
で
機
能
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
南
北
朝

時
代
に
は
発
給
文
書
が
姿
を
消
し
、
大
宰

府
機
構
が
ど
う
な
っ
た
か
の
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
。
大
宰
府
機
構
発
給
文
書
の
終
見
は

正
平
16
(
１
３
６
１
)
年
で
す
が
、
こ
の
時
期

は
九
州
南
朝
方
の
征
西
府
が
大
宰
府
に
置

か
れ
て
全
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、
一
時
的

に
旧
来
の
大
宰
府
機
構
を
復
活
さ
せ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
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江
戸
時
代
の
お
願
い―

―

悪
病
の
流
行
と
神
へ
の
畏
れ

　

「
太
宰
府
市
史　

近
世
資
料
編
」
に
は
、

観
世
音
寺
触
の
村
々
か
ら
郡
役
所
へ
出
さ

れ
た
願
書
を
写
し
た
、
「
雑
記
」
と
呼
ば
れ

る
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
触
と
は

数
十
の
村
々
を
合
わ
せ
た
江
戸
時
代
の
行

政
区
画
で
、
大
庄
屋
が
取
り
仕
切
り
、
触
内

の
各
村
か
ら
郡
方
へ
の
願
書
は
、
大
庄
屋

を
通
し
て
や
り
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
「
雑
記
」
の
目
次
に
は
、「
悪
病
流
行

に
つ
き
大
神
楽
願
い
の
事
」
と
「
願
成
就
踊

り
願
い
の
事
」
と
い
う
二
つ
の
項
目
が
並

ん
で
い
ま
す
。
前
者
は
、
文
久
２
(
１
８
６

２
)
年
閏
８
月
に
大
佐
野
村
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
「
大
神
楽
」

は
太
神
楽
(
獅
子
舞
・
曲
芸
な
ど
)

の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
内
容
は
、

６
月
中
旬
(
旧
暦
)
か
ら
痢
病
が
は

や
り
、
氏
神
(
大
佐
野
３
丁
目
の
地

禄
神
社
)
へ
願
か
け
に
太
神
楽
を

執
行
し
た
ら
ピ
タ
リ
と
治
ま
っ
た

の
で
、
願
ほ
ど
き
の
太
神
楽
を
奉

納
し
た
い
と
い
う
も
の
で
、
願
い

は
郡
役
所
に
聞
き
届
け
ら
れ
た
こ

と
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

後
者
は
、
瓦
田
村
(
現
大
野
城
市
)
か
ら

同
年
正
月
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
、
３
年
前
に
悪
病
が
村
内
に
流
行

し
た
折
、
氏
神
(
瓦
田
２
丁
目
の
地
禄
神

社
)
に
立
願
し
て
鎮
ま
っ
た
が
、
「
時
節
柄

お
願
い
も
申
し
上
げ
難
く
、
こ
れ
ま
で
打

ち
過
ぎ
」
て
し
ま
い
願
ほ
ど
き
を
し
な

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
神
意
に
叶
わ
ず
昨

年
の
夏
か
ら
ま
た
病
が
流
行
し
て
し
ま
っ

た
。
よ
っ
て
願
ほ
ど
き
と
し
て
の
踊
り
一

座
興
行
を
お
許
し
く
だ
さ
い
、
と
の
こ
と

で
、
郡
方
役
人
か
ら
「
よ
ん
ど
こ
ろ
無
き
次

第
」
な
の
で
「
猥
の
義
こ
れ
無
く
取
り
締
ま

り
」
の
上
興
行
を
許
可
す
る
旨
が
大
庄
屋

へ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
２
通
の
願
書
で
興
味
深
い
の
は
、

最
後
の
方
に
「
費
が
ま
し
き
義
」(
経
費
が

掛
か
り
そ
う
な
こ
と
)
が
無
い
よ
う
「
宰

判
」(
管
理
)
い
た
し
ま
す
か
ら
、
と
い
う
一

文
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
特

に
瓦
田
村
の
踊
り
興
行
の
場
合
は
、「
容
易

に
差
し
免
し
が
た
い
」
け
れ
ど
も
し
ょ
う

が
な
い
、
と
郡
方
役
人
が
し
ぶ
し
ぶ
認
め

た
様
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
瓦
田
村
が
「
時

節
柄
」
と
願
ほ
ど
き
を
い
っ
た
ん

保
留
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
安
政

期
以
降
の
世
相
の
不
穏
な
空
気

を
考
慮
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
当
時
、
福

岡
藩
で
は
窮
乏
す
る
財
政
を
立

て
直
す
た
め
、
大
倹
約
が
藩
政
改

革
の
一
つ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た

時
期
で
も
あ
り
、
村
々
で
も
祭
礼

な
ど
「
費
が
ま
し
き
義
」
に
対
し

て
は
よ
り
厳
し
く
取
り
締
ま
り

が
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
関
係

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
悪
病
の
流
行
は
い
つ
の
時

代
の
社
会
に
と
っ
て
も
緊
急
事
態
に
は
違

い
な
く
、
そ
の
原
因
が
疫
神
や
鬼
の
仕
業

と
考
え
ら
れ
て
い
た
当
時
、
地
域
の
氏
神

に
悪
病
の
退
散
を
祈
る
こ
と
は
人
々
に

と
っ
て
重
要
な
対
抗
策
で
あ
り
、
当
局
と

し
て
も
特
別
に
認
め
ざ
る
を
え
な
い
習
俗

だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

公
文
書
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ま
ち
を
き
れ
い
に―

―

明
治
時
代
の
清
潔
法

近
代
の
日
本
で
は
、
日
常
の
伝
染
病
対

策
と
し
て
は
専
ら
「
清
潔
法
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
清
潔
法
と
は
、
地
中
・
水
中
・

空
気
中
に
存
在
す
る
病
毒
(
微
生
物
)
が
主

に
腐
敗
物
を
糧
に
増
殖
す
る
と
い
う
考
え

の
も
と
奨
励
さ
れ
た
、
地
域
の
溝
渠
・
芥

溜
・
厠
圊
(
便
所
)
の
掃
除
と
家
屋
の
清
掃

で
す
。
清
潔
法
は
、
明
治
13
(
１
８
８
０
)
年

公
布
の
「
伝
染
病
予
防
規
則
」(
太
政
官
布

告
)
の
附
属
法
規
で
あ
る
「
伝
染
病

予
防
心
得
書
」(
内
務
省
達
)
で
伝

染
病
ご
と
の
実
施
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
旧
太
宰
府
町
と
水
城
村

で
も
、
明
治
末
頃
か
ら
年
２
回
、
定

期
的
に
清
潔
法
が
行
わ
れ
ま
す
が

(
「
事
務
報
告
」『
太
宰
府
市
史　

近

現
代
資
料
編
』
)
、
清
潔
法
実
施
の

主
体
と
な
っ
た
の
は
各
区
の
衛
生

組
合
で
し
た
。

衛
生
組
合
は
、
明
治
20

年
の
「
虎
列
刺
病

予
防
消
毒
心
得
書
」(
内
務
省
訓
令
)
で
全

国
的
に
そ
の
設
立
が
指
示
さ
れ
、
区
戸
長

の
監
督
の
下
「
各
町
内
毎
ニ
便
宜
」
編
成
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
土
地
の
清
潔

維
持
や
早
期
消
毒
な
ど
は
基
本
的
に
そ
の

地
区
の
「
相
互
扶
助
」
に
任
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
(
小
栗
史
朗
『
地
方
衛
生
行
政
の

創
設
過
程
』
)
。
そ
し
て
、
同
28

年
の
内
務
省

訓
令
で
清
潔
法
は
市
町
村
の
責
任
で
実
施

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
す
。
旧
太
宰
府
町

の
場
合
、
明
治
38

年
度
の
予
算
書
に
よ
る

と
、
三
条
・
連
歌
屋
・
馬
場
・
五
条
・
大
町
・

新
町
・
北
谷
・
内
山
・
松
川
・
片
ノ
谷
の

地
区
ご
と
に
町
か
ら
補
助
費
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
清
潔
法
の
施
行
と
伝
染
病
患
者

発
生
の
際
に
は
特
別
補
助
が
出
さ
れ
ま
し

た
が
(
『
太
宰
府
町
々
会
議
事
録
』
)
、
そ
れ

も
含
め
た
各
区
の
補
助
費
の
平
均
は
６
円

程
度
で
し
た
。

ま
た
、
国
で
は
早
く
か
ら
、
環

境
保
持
の
た
め
に
は
ご
み
処
理

も
重
要
な
対
策
の
一
つ
と
し
て

考
え
て
お
り
、
明
治
33

年
に
廃
棄

物
に
関
す
る
法
律
「
汚
物
掃
除

法
」
が
成
立
し
ま
す
。
旧
太
宰
府

町
で
は
、
明
治
38

年
度
に
「
塵
芥

焼
却
場
」
４
カ
所
(
大
町
・
新
町
・

連
歌
屋
・
馬
場
)
の
設
置
予
算
が

組
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
借
地
に
柵
囲
い

を
施
し
た
だ
け
の
設
備
だ
っ
た
よ
う
で
、

町
場
で
出
さ
れ
る
ご
み
を
集
積
し
て
野
焼

き
に
し
た
も
の
か
と
想
像
さ
れ
、
当
時
、
一

部
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
た
、
レ
ン
ガ
造

り
の
焼
却
炉
を
持
つ
先
進
的
な
施
設
と
は

趣
を
異
に
し
た
よ
う
で
す
。

太
宰
府
市
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文
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『
万
葉
集
』
と
筑
紫

「
令
和
」
改
元
か
ら
、
ま
も
な
く
２
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
号
は
『
万

葉
集
』
に
み
え
る
大
宰
帥
大
伴
旅
人
の
邸

宅
で
開
か
れ
た
「
梅
花
の
宴
」
が
そ
の
典
拠

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
太
宰
府
が
新
元
号

「
令
和
」
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
全
国
的
に

注
目
を
浴
び
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

『
万
葉
集
』
は
、
現
存
す
る
日
本
最
古
の

歌
集
と
し
て
有
名
で
す
が
、
謎
の
多
い
書

物
で
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
誰
が
編
さ

ん
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
大

伴
家
持
単
独
編
さ
ん
説
が
あ
る
一

方
、
家
持
が
こ
れ
に
深
く
か
か

わ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し

て
も
、
左
大
臣
に
ま
で
昇
っ
た
橘

諸
兄
(
葛
城
王
)
が
編
さ
ん
責
任
者

で
あ
っ
た
と
い
う
説
、
あ
る
い
は

諸
兄
・
家
持
両
者
の
共
撰
と
す
る

説
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
成
立

過
程
も
、
か
な
り
複
雑
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
、
最
近
の
上
野
誠
さ
ん

の
考
察
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
流
れ
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
巻
１
・
２
が

最
初
に
編
さ
ん
さ
れ
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ

形
で
巻
３
・
４
が
、
さ
ら
に
こ
れ
に
続
け

て
巻
５
~
16

が
、
最
後
に
巻
17

~
20

が
継

ぎ
足
さ
れ
て
全
部
で
20

巻
と
な
り
、
そ
の

後
、
全
体
が
現
存
す
る
形
に
調
整
さ
れ
て
、

平
城
天
皇
の
頃
に
公
に
さ
れ
た
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
れ
も
確
定
的
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
編
さ
ん
が
何
回
か
に
分
け
て
行
わ

れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
広
く
認
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
万
葉
集
』
に
は
、
筑
紫

(
九
州
全
体
)
に
関
わ
る
歌
が
い
っ
た
い
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
林
田
正

男
さ
ん
は
、
筑
紫
で
詠
ま
れ
た
も
の
、
作
者

未
詳
歌
で
筑
紫
の
地
名
が
詠
み
こ
ま
れ
た

も
の
を
筑
紫
歌
、
筑
紫
の
地
名
が
詠
み
こ

ま
れ
て
い
る
が
、
筑
紫
以
外
で
詠
ま
れ
た

も
の
を
参
考
歌
と
し
て
、
筑
紫
歌
３
２
２

首
、
参
考
歌
56

首
、
計
３
７
８
首
と
推
定
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
は
咲
く
花
の

薫
ふ
が
ご
と
く
今
盛
り
な
り

　
　
　

 

(
巻
３　

３
２
８
番
)

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
平
城
京

の
繁
栄
を
詠
ん
だ
歌
で
す
が
、
題

詞
に
は
「
大
宰
少
弐
小
野
老
朝
臣

の
歌
一
首
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
後

続
す
る
歌
群
か
ら
、
大
宰
府
で
の

宴
席
で
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
筑
紫
の
地
名
は
全
く
登

場
し
な
い
も
の
の
、
筑
紫
歌
の
１
首
と
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
宰
府
政
庁
跡
東

側
の
大
宰
府
展
示
館
近
く
に
、
こ
の
歌
を

刻
ん
だ
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
い

ま
流
行
り
の
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一

つ
の
か
た
ち
と
し
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
で
密
を
避
け
つ
つ
、
市
内
に
散
在
す

る
万
葉
歌
碑
を
巡
っ
て
み
る
の
も
ま
た
一

興
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

~
太
宰
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市
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文
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と
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の
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こ
と

に
ほ

は
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し 

だ 
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さ
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ろ 

え

き
ょ
う
せ
ん

へ
い 

ぜ
い

か
ず
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き 

お
う

た
ち
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な
の

お

お

お

だ
ざ
い
の
し
ょ
う
に 

 

お

の

の　
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ん

し
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大
伴
大
江
丸
と
齋
藤
秋
圃

大
伴
大
江
丸
(
１
７
２
２
~
１
８
０
５
)

は
、
本
名
は
安
井
政
胤
、
大
坂
で
生
ま
れ
、

江
戸
中
期
に
主
に
大
坂
で
活
躍
し
た
俳
人

で
す
。
大
江
丸
は
飛
脚
問
屋
と
し
て
三
都

随
一
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
家
業
を
盛
り
立

て
、
同
時
に
俳
人
と
し
て
は
、
江
戸
の
大
島

蓼
太
に
入
門
し
て
与
謝
蕪
村
な
ど
と
も
交

わ
り
、
蕉
風
(
松
尾
芭
蕉
と
そ
の
門
人
ら
が

確
立
し
た
俳
諧
の
作
風
)
の
復
興
運
動
に

も
寄
与
し
ま
し
た
。

秋
月
藩
御
用
絵
師
で
、
の
ち
に

大
宰
府
に
隠
居
し
て
町
絵
師
と

な
っ
た
齋
藤
秋
圃
(
１
７
７
２
~

１
８
５
９
)
に
は
、
俳
諧
の
発
句
を

列
挙
し
て
絵
を
添
え
る
、
絵
俳
書

や
俳
諧
刷
物
の
作
品
の
存
在
が
知

ら
れ
ま
す
。
初
期
代
表
作
の
風
俗

絵
本
『
葵
氏
艶
譜
』(
享
和
３
・
１

８
０
３
年
刊
)
に
も
発
句
を
掲
げ

た
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
秋
圃
は
「
足

斎
」
の
名
義
で
自
作
の
句
を
１
句

載
せ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の
中
に
大
江
丸

も
１
句
寄
せ
て
お
り
、
両
者
の
間
に
は
交

流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

秋
圃
は
若
い
こ
ろ
は
亦
助
(
又
輔
)
と
名

乗
り
、
大
坂
で
幇
間
(
た
い
こ
も
ち
。
座
興

な
ど
を
し
て
酒
席
を
盛
り
上
げ
る
人
)
を

し
て
い
て
、
絵
の
巧
み
な
人
物
で
あ
っ
た

こ
と
を
、
か
の
有
名
な
滝
沢
馬
琴
が
自
身

の
紀
行
文
に
記
し
て
い
ま
す
(
『
羇
旅
漫

録
』
享
和
３
年
刊
)
。
両
者
は
50

歳
の
年
齢

の
開
き
が
あ
る
も
の
の
、
大
江
丸
の
最
晩

年
、
大
坂
を
舞
台
に
俳
諧
や
絵
を
通
じ
て

交
流
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で

し
ょ
う
。

齋
藤
家
資
料
に
は
大
江
丸
に
関
す
る
資

料
が
２
点
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
つ
は
<
狂

歌
画
巻
>
と
い
う
狂
歌
・
発
句
に
秋
圃
が

絵
を
添
え
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
、
大
江
丸

の
句
「
弁
慶
も
た
っ
た
１
度
よ
お
ほ
ろ
月

(
朧
月
)
」
が
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
う
１
つ
は
、
大
江
丸
の
自
筆
と
思
わ

れ
る
書
状
で
す
。
こ
の
書
状
に
は

宛
名
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
齋
藤
家

資
料
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
両

者
が
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
秋
圃
宛
の
も
の
と
考
え
て

ま
ず
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

「
大
江
丸
」
の
署
名
は
、
他
に
多
数

遺
っ
て
い
る
彼
の
作
品
に
記
さ

れ
た
署
名
と
比
較
し
て
、
同
筆
で

あ
ろ
う
と
判
断
で
き
ま
す
。

こ
の
書
状
は
非
常
に
難
読
で
、

解
釈
が
困
難
な
の
で
す
が
、
絵
の
や
り
取

り
お
よ
び
そ
の
代
金
に
つ
い
て
記
さ
れ
た

も
の
の
よ
う
で
す
。「
秋
圃
と
拝
山

―

太
宰

府
に
偉
才
あ
り

―

」
展
(
６
月
５
日
㈯
~
７

月
18

日
㈰
。
太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館
・

無
料
・
月
曜
休
館
)
で
展
示
さ
れ
る
予
定

な
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。元

太
宰
府
市
公
文
書
館　

朱
雀　
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城

お

お
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も

お
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少
弐
氏
と
渋
川
氏
の
筑
前
退
去

　

応
永
３
(
１
３
９
６
)
年
、
渋
川
満
頼
が

九
州
探
題
(
室
町
幕
府
の
九
州
統
治
機
関
)

に
任
命
さ
れ
、
同
年
４
月
以
降
に
九
州
博

多
に
下
向
す
る
と
、
翌
年
、
筑
前
大
宰
府
を

拠
点
と
す
る
少
弐
貞
頼
と
肥
後
菊
池
を
拠

点
と
す
る
菊
池
武
朝
は
、
満
頼
に
対
し
て

反
旗
を
翻
し
ま
し
た
。
同
年
12

月
、
武
朝
は

鎮
圧
軍
の
大
友
氏
と
和
睦
を
結
ん
だ
よ
う

で
す
が
、
貞
頼
は
同
６
年
頃
ま
で
反
乱
を

継
続
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
鎌
倉
時
代
後
期
、
北

条
氏
に
よ
る
鎮
西
探
題
(
鎌
倉
幕

府
の
九
州
統
治
機
関
)
が
博
多
に

置
か
れ
た
際
、
少
弐
氏
は
同
じ
筑

前
を
本
拠
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ

れ
ま
で
の
九
州
の
御
家
人
の
ト
ッ

プ
と
し
て
の
地
位
が
脅
か
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
探
題
と
は
内
在
的
な

競
合
関
係
を
も
ち
、
そ
れ
が
探
題

を
滅
亡
さ
せ
る
原
動
力
と
な
り
ま

し
た
。
南
北
朝
時
代
以
降
に
置
か
れ
た
九

州
探
題
に
つ
い
て
も
同
様
の
競
合
関
係
が

あ
っ
た
こ
と
が
、
両
氏
の
対
立
の
要
因
で

あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

応
永
11

年
に
は
、
肥
前
千
葉
氏
の
内
訌

事
件
を
契
機
と
し
て
、
貞
頼
は
再
び
満
頼

と
対
立
し
て
い
ま
す
。
同
年
６
月
、
貞
頼
は

死
去
し
ま
す
が
、
貞
頼
没
後
も
戦
争
状
態

は
治
ま
ら
ず
、
翌
年
12

月
の
豊
前
猪
嶽
合

戦
に
満
頼
が
勝
利
し
た
こ
と
で
、
よ
う
や

く
決
着
を
み
ま
す
。

　

そ
の
後
し
ば
ら
く
は
、
反
乱
も
起
き
ず

平
穏
な
日
々
だ
っ
た
の
で
す
が
、
貞
頼
の

跡
を
継
い
だ
少
弐
満
貞
が
、
応
永
32

年
、
菊

池
兼
朝
と
と
も
に
反
乱
を
起
こ
し
ま
す
。

こ
の
前
年
、
九
州
探
題
の
満
頼
は
隠
居
し

て
京
都
に
戻
っ
て
お
り
、
反
乱
が
起
き
た

と
き
に
は
息
子
の
義
俊
が
九
州
探
題
職
を

継
い
で
い
ま
し
た
。
義
俊
は
貞
頼
ら
の
攻

撃
に
耐
え
き
れ
ず
、
肥
前
へ
没
落
し
ま
す
。

　

こ
の
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
、
同
年
７

月
、
幕
府
は
周
防
の
大
内
盛
見
を
九
州
に

下
向
さ
せ
ま
し
た
。
同
年
10

月
、

盛
見
は
満
貞
を
破
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
満
貞
は
肥
後
菊
池
氏
の

も
と
に
身
を
寄
せ
、
満
貞
の
子
の

小
法
師
丸
は
対
馬
へ
と
逃
れ
ま

し
た
。

　

こ
う
し
て
、
探
題
渋
川
氏
と
鎌

倉
時
代
か
ら
の
九
州
の
名
族
少

弐
氏
は
、
と
も
に
本
拠
と
す
る
筑

前
か
ら
退
去
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
渋
川
氏
は
肥
前
綾
部
城

を
拠
点
と
し
て
九
州
探
題
職
を
世
襲
す
る

も
の
の
、
か
つ
て
の
勢
力
を
回
復
す
る
こ

と
は
な
く
、
少
弐
氏
は
対
馬
や
肥
前
に
逃

れ
な
が
ら
大
宰
府
の
奪
還
を
目
指
し
て
た

び
た
び
反
乱
を
起
こ
す
も
の
の
、
大
宰
府

に
定
着
す
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
、
筑
前
は
大
内
氏
が
支
配
す
る

時
代
へ
と
移
行
す
る
の
で
す
。

元
太
宰
府
市
公
文
書
館　
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水
城
村
で
の
天
然
痘
ワ
ク
チ
ン
接
種

現
在
は
根
絶
し
て
い
る
天
然
痘
は
、
非

常
に
強
い
感
染
力
で
致
死
率
も
高
く
、
一

度
罹
患
す
れ
ば
終
生
罹
る
こ
と
は
な
い
も

の
の
、
回
復
し
て
も
重
篤
な
後
遺
症
が
残

る
恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。
紀
元
前
か
ら

存
在
し
、
日
本
で
は
６
世
紀
以
降
流
行
が

繰
り
返
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
誰
も
が
患

う
恐
れ
の
あ
る
病
と
し
て
定
着
し
ま
し

た
。
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
数
度

の
大
流
行
が
あ
り
ま
し
た
が
、
着

実
な
「
種
痘
」
の
普
及
に
よ
り
抑
え

込
み
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
種
痘

と
は
天
然
痘
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

こ
と
で
、
明
治
期
に
は
ワ
ク
チ
ン

保
存
法
の
開
発
や
全
員
接
種
を
目

指
し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
明

治
42
(
１
９
０
９
)
年
に
「
種
痘
法
」

が
成
立
、
全
国
で
定
期
的
に
種
痘
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

古
い
役
場
文
書
を
見
る
と
、
旧
水
城
村

で
の
種
痘
実
施
に
つ
い
て
の
事
績
が
確
認

で
き
ま
す
。
村
長
か
ら
区
長
に
宛
て
た
照

会
文
の
控
え
で
す
が
、「
来
る
19

日
、
午
前

第
10

時
よ
り
関
屋
・
竹
森
屋
に
お
い
て
秋

定
期
種
痘
」
を
施
行
す
る
た
め
「
別
紙
各
人

へ
堅
く
出
頭
」
す
る
よ
う
達
し
を
出
し
て

ほ
し
い
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
明
治
36

年

10

月
16

日
の
日
付
で
、
村
で
は
こ
の
頃
す

で
に
定
期
的
な
種
痘
が
場
所
を
指
定
し
て

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
(
後
に
は
春
に
実

施
)
、
村
で
対
象
者
の
名
簿
を
調
整
し
、

個
々
人
に
宛
て
て
区
長
名
で
通
知
が
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
忌
避
対
策
の
一
つ
か
、
病

気
を
理
由
に
接
種
を
見
送
る
場
合
に
は
医

師
の
診
断
書
を
必
要
と
し
た
こ
と
な
ど
が

分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
明
治
44

年
以
降
が

残
さ
れ
て
い
る
旧
水
城
村
の
事

務
報
告
書
に
は
、
大
正
期
に
か
け

て
種
痘
結
果
の
簡
単
な
統
計
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
村
の

人
口
は
約
３
千
人
程
度
で
、
例
年

１
２
０
人
か
ら
、
多
い
時
に
は
２

３
０
人
近
く
が
接
種
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
「
善
感
」
(
免
疫
の
獲
得
成

功
)
と
「
不
善
感
」
の
人
数
か
ら
そ
の
割
合

を
出
し
て
み
る
と
、
年
ご
と
の
差
は
大
き

く
、
良
く
て
善
感
が
被
接
種
者
の
６
割
、
時

に
は
不
善
感
が
善
感
を
大
き
く
上
回
る
年

も
あ
り
、
種
痘
が
普
及
し
た
と
は
い
え
、
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
が
な
か
な
か
安
定
し
な

か
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
ま
す
。
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日
宋
貿
易
と
大
宰
府

日
本
の
対
外
関
係
史
研
究
は
、
１
９
９

０
年
代
頃
か
ら
、
平
安
時
代
を
中
心
に
大

き
く
進
展
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
時
期
の
対
外
関
係
史
の

主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
が
日
宋
貿
易
で

す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
通
説
と
し
て

の
地
位
を
占
め
て
き
た
の
は
、
中
央
大
学

教
授
を
長
く
勤
め
ら
れ
た
故
森
克
己
さ
ん

の
『
日
宋
貿
易
の
研
究
』
で
し
た
。
こ
の
書

物
は
、
平
安
時
代
以
降
の
対
外
関
係
史
を

考
察
す
る
た
め
に
、
日
本
側
の
史
料
の
み

な
ら
ず
中
国
関
係
史
料
な
ど
も
広

く
蒐
集
し
て
い
る
点
で
、
現
在
に

お
い
て
も
大
き
な
意
義
を
持
っ
て

い
ま
す
。

森
さ
ん
は
、
こ
の
著
書
の
な
か

で
、
日
宋
貿
易
の
特
徴
の
一
つ
と

し
て
、
「
荘
園
内
密
貿
易
」
と
い
う

形
態
が
現
れ
た
と
い
う
説
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
荘
園
内
密
貿

易
」
と
は
、
政
府
の
管
理
の
も
と
で

の
貿
易
を
嫌
っ
た
宋
商
人
た
ち

と
、
唐
物
を
手
に
入
れ
た
い
貴
族
・
寺
社

な
ど
の
荘
園
領
主
と
の
利
害
が
一
致
し
、

自
ら
の
荘
園
内
に
直
接
商
船
を
招
き
入

れ
、
政
府
の
管
理
に
よ
ら
な
い
貿
易
を

行
っ
た
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
説
に
対
し
て
、
神
戸
女
子
大
学
教

授
の
山
内
晋
次
さ
ん
は
、
森
さ
ん
が
「
荘
園

内
密
貿
易
」
の
存
在
を
示
す
と
し
た
諸
史

料
を
一
つ
一
つ
再
検
討
し
て
、
い
ず
れ
も

が
そ
の
確
定
的
な
根
拠
と
す
る
に
は
疑
問

が
あ
り
、
少
な
く
と
も
10

~
11

世
紀
、「
荘

園
内
密
貿
易
」
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
、
政

府
の
貿
易
管
理
が
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い

な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
可
能
性
は
き

わ
め
て
低
い
、
と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
こ
の
考
え
方
が
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
批
判
的
に
継
承
し
つ

つ
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。一

方
で
、
当
時
の
宋
商
人
に
つ
い
て
は
、

大
宰
府
来
着
の
事
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、

し
た
が
っ
て
い
ま
述
べ
た
政
府
の
貿
易
管

理
の
場
も
大
宰
府
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い

て
も
、
こ
の
点
に
ふ
れ
た
も
の
は

多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
考
え

る
た
め
の
素
材
が
お
も
に
都
に

い
た
貴
族
た
ち
の
日
記
(
古
記

録
)
な
ど
で
あ
る
と
い
う
史
料
的

な
制
約
が
大
き
い
こ
と
は
否
め

ま
せ
ん
。
現
状
で
は
、
鴻
臚
館
跡

や
博
多
遺
跡
群
の
発
掘
調
査
成

果
な
ど
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば

言
及
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
宰
府

に
つ
い
て
い
え
ば
、
た
と
え
ば
10

世
紀
後

半
の
大
宰
府
政
庁
第
Ⅲ
期
の
再
建
、
11

世

紀
初
頭
の
府
官
層
の
台
頭
、
ま
た
当
該
期

に
お
け
る
大
宰
府
財
政
の
変
容
な
ど
の
問

題
が
頭
に
浮
か
び
ま
す
。
こ
う
し
た
点
を

加
え
て
、
平
安
時
代
に
お
け
る
大
宰
府
の

対
外
的
機
能
と
日
宋
貿
易
と
の
関
わ
り
を

さ
ら
に
深
く
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

後
の
課
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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江
戸
時
代
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

宮
浦
(
福
岡
市
西
区
)
で
荒
物
屋
を
営
ん

で
い
た
津
上
悦
五
郎
が
遺
し
た
、
江
戸
時

代
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
記
録
『
見
聞

略
記
』
、
文
久
２
(
１
８
６
２
)
年
の
項
に
は

次
の
記
事
が
あ
り
ま
す
(
高
田
重
廣
校
注

『
見
聞
略
記　

幕
末
筑
前
浦
商
人
の
記

録
』
)
。当

冬
、
所
々
痘
瘡
(
天
然
痘
)
流
行
い

た
し
、
兼
て
植
痘
瘡
致
し
居

り
候
わ
ば
、
殊
の
外
手
軽
く
、

近
村
も
飛
び
飛
び
流
行
い
た

し
申
し
候
え
ど
も
、
植
痘
瘡

の
故
に
や
広
が
り
申
さ
ず
候

「
植
痘
瘡
」
と
は
種
痘
(
天
然
痘

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
)
の
こ
と
で
、
こ

の
年
の
冬
に
天
然
痘
の
流
行
が
見

ら
れ
た
が
、
種
痘
の
お
か
げ
か
蔓

延
し
な
か
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の

記
述
か
ら
、
当
時
す
で
に
浦
の
一
商
人
が

種
痘
と
い
う
医
療
法
を
認
識
し
、
そ
の
作

用
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

当
時
、
福
岡
藩
で
は
黒
田
長
溥
の
治
世

下
(
１
８
３
４
年
家
督
相
続
)
、
領
内
で
種

痘
の
普
及
が
目
指
さ
れ
ま
し
た
。
種
痘
と

い
え
ば
そ
の
祖
と
さ
れ
る
秋
月
藩
医
・
緒

方
春
朔
(
１
７
４
８

―

１
８
１
０
)
が
浮
か

び
ま
す
が
、
国
内
で
主
流
と
な
っ
て
い
く

の
は
彼
が
用
い
た
人
痘
法
(
患
者
か
ら
採

取
し
た
瘡
蓋
を
砕
い
て
鼻
孔
に
付
着
さ
せ

る
)
で
は
な
く
西
洋
由
来
の
技
術
で
あ
る

牛
痘
法
の
方
で
、
福
岡
藩
で
も
西
洋
技
術

の
導
入
に
熱
心
だ
っ
た
藩
主
・
長
溥
が
登

用
し
た
医
師
・
武
谷
祐
之
(
１
８
２
０

―

１
８
９
４
)
に
よ
り
牛
痘
の
接
種
が
広
め

ら
れ
ま
し
た
。太

宰
府
で
は
、
在
村
医
・
中
川

昌
沢
が
安
政
３
(
１
８
５
６
)
年

に
太
宰
府
天
満
宮
社
家
中
の
「
種

痘
之
医
」
を
担
当
す
る
こ
と
を
藩

に
許
可
さ
れ
ま
し
た
(
『
太
宰
府

市
史　

通
史
編
Ⅱ
』
)
。
中
川
家
は

代
々
太
宰
府
で
医
師
を
務
め
る

家
系
で
、
昌
沢
は
福
岡
藩
の
内
科

医
や
京
都
の
古
方
派
医
に
医
術

を
学
ん
だ
後
、
太
宰
府
に
戻
り
村
の
「
掛

医
」
と
し
て
診
療
を
行
っ
て
い
ま
し
た

(
『
太
宰
府
人
物
志
』
)
。
当
時
種
痘
は
、
地
域

の
医
療
を
最
前
線
で
担
っ
て
い
た
医
師
た

ち
に
よ
っ
て
も
徐
々
に
進
め
ら
れ
、
巷
で

も
そ
の
効
果
を
実
感
さ
れ
る
に
至
っ
て
い

た
、
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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満
盛
院
領
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

戦
国
時
代
も
半
ば
に
近
い
大
永
６(

１

５
２
６)

 

年
、
太
宰
府
天
満
宮
の
社
家
の

一
つ
満
盛
院
の
院
主
快
真
は
、
筑
前
国
守

護
の
大
内
義
興
に
あ
る
訴
え
を
起
こ
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
満
盛
院
の
領
地
の
早

良
郡
戸
栗
・
重
富(

現
福
岡
市
早
良
区
~

西
区)

の
う
ち
80
町
を
返
し
て
ほ
し
い
、

と
い
う
も
の
で
し
た
。
実
は
大
内
氏
は
、

こ
の
地
を
一
時
的
に
満
盛
院
か
ら
借
り
上

げ
、
千
葉
胤
勝
と
い
う
人
物
に
渡
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
訴
え
を
受
け
て
大

内
氏
は
、
い
ず
れ
返
還
す
る
意
向

を
示
し
つ
つ
、
当
面
は
代
わ
り
に

鞍
手
郡
赤
馬
庄(

現
在
の
宗
像
市)

か
ら
徴
収
し
た
段
銭(

田
地
一
段

別
に
賦
課
す
る
税)

の
う
ち
百
貫

文
を
快
真
に
渡
す
よ
う
指
示
し
て

い
ま
す
。

こ
の
千
葉
胤
勝
と
い
う
人
は
、

隣
国
の
肥
前
国
の
小
城(

現
在
の
佐
賀
県
小

城
市)

に
本
拠
を
置
い
て
い
た
有
力
な
領
主

で
す
。
こ
の
時
は
小
城
を
追
わ
れ
て
筑
前

に
亡
命
し
、
大
内
氏
の
庇
護
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
大
内
氏
と
少
弐
氏
の
対
立
の
中

で
大
内
方
に
付
い
て
い
た
胤
勝
は
、
少
弐

方
の
軍
勢
と
戦
っ
て
敗
れ
た
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
し
て
亡
命
生
活
の
費
用
を
賄

う
た
め
に
義
興
か
ら
領
地
を
与
え
ら
れ
た

の
で
す
。

そ
れ
か
ら
４
年
後
の
享
禄
３(

１
５
３

０)

年
、
快
真
は
再
び
大
内
氏
に
訴
え
て
い

ま
す
。
こ
の
時
に
は
も
う
胤
勝
は
肥
前
に

復
帰
し
て
い
た
の
で
、
戸
栗
・
重
富
の
領

地
を
返
し
て
く
れ
る
よ
う
要
求
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
大
内
氏(

こ
れ
以
前
に
義
興

か
ら
義
隆
に
代
替
わ
り)

は
、
す
で
に
別
の

人
に
与
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で

通
り
鞍
手
郡
の
段
銭
百
貫
文
を
与
え
る
と

返
答
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
快
真
の
一
回
目
の
訴
え
に
よ

る
と
、
大
内
氏
は
永
正
年
中(

１

５
０
４

―

２
１)

に
も
宗
大
和
守

と
い
う
人
に
同
じ
地
を
与
え
た
こ

と
が
あ
り
、
こ
れ
を
先
代
院
主
の

快
竹
が
訴
え
た
と
こ
ろ
、
こ
の
時

も
代
わ
り
と
し
て
鞍
手
郡
の
う
ち

段
銭
百
貫
文
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
内
氏
は
た
び

た
び
満
盛
院
の
領
地
で
あ
る
戸
栗
・
重
富

の
地
を
借
り
上
げ
て
他
の
人
に
与
え
、
満

盛
院
は
そ
の
つ
ど
困
っ
て
大
内
氏
に
返
還

を
求
め
て
い
ま
し
た
。
大
内
氏
は
戦
乱
に

よ
っ
て
他
国
か
ら
逃
れ
て
き
た
味
方
の

人
々
を
、
受
け
入
れ
て
扶
養
し
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
そ
の
分
だ
け
満
盛
院
の
よ
う

に
損
を
す
る
人
々
も
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
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